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自
主
防
災
組
織
と
し
て
は
、

初
め
て
と
な
る
夜
間
の
避
難
訓

練
が
、
三
月
二
十
五
日
、
土
佐

山
田
町
の
小
島
防
災
会

(

光
明

和
夫
会
長)

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

�
午
後
八
時
に
巨
大
地
震
が

発
生
�
を
想
定
し
て
行
わ
れ
た

訓
練
に
、
七
十
六
人
が
参
加
。

参
加
者
は
、
暗
い
夜
道
を
懐
中

電
灯
の
灯
り
を
頼
り
に
避
難
場

所
ま
で
集
合
。
発
電
機
を
使
っ

て
ラ
イ
ト
を
点
け
、
負
傷
者
の

応
急
手
当
や
資
機
材
を
使
っ
た

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
夜
間
訓
練
を
通

じ
て
、
あ
ら
た
め
て
地
震
へ
の

備
え
の
大
切
さ
を
感
じ
て
い
た

よ
う
で
し
た
。
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消
火
技
術
の
向
上
、
団
員
の

交
流
を
図
ろ
う
と
消
防
団
の
春

季
演
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

四
月
九
日
に
は
、
土
佐
山
田

消
防
団

(

団
員
百
二
十
八
人
と

消
防
署
員
十
五
人
が
参
加)

が
、

物
部
川
・
町
田
堰
河
川
敷
で
、

四
月
二
十
三
日
に
は
、
物
部
消

防
団

(

団
員
四
十
七
人
と
消
防

署
員
六
人
が
参
加)

が
、
大
栃

公
園
で
演
習
を
実
施
し
ま
し
た
。

放
水
の
中
継
訓
練
、
ポ
ン
プ

機
関
講
習
、
礼
式
訓
練
な
ど
を

行
い
、
日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果

を
披
露
し
ま
し
た
。
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第
三
回
香
北
さ
く
ら
カ
ッ

プ
ペ
タ
ン
ク
大
会｣

(

香
北
ペ

タ
ン
ク
協
会
と
香
北
町
体
育
会

ペ
タ
ン
ク
部
の
主
催)

が
四
月

二
日
、
香
美
市
香
北
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
開
催
さ
れ
、
県
内
外
か
ら

三
十
三
チ
ー
ム
九
十
九
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

雨
天
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
が
不
良
で
し
た
が
、
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

※
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
優
勝
＝
ブ
ル
ー
ホ
エ
ー
ル
ズ

室
戸

(

室
戸
市)

▽
準
優
勝
＝
香
我
美
ま
む
し
の

兄
弟

(

香
南
市)

▽
第
３
位
＝
香
北
シ
ル
バ
ー
Ⅲ

(

石
川
喜
計
、
小
松
伸
夫
、

間
�
文
雄)

、
同
三
位
＝
日

吉
啓
三

(

愛
媛
県)
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▲香北シルバーⅢ

▲暗い中での救助訓練

▲

真
剣
な
表
情
で
説
明
を
き
く

団
員
た
ち

｢

第
十
六
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

歌
謡
シ
ョ
ー｣

(

大
栃
カ
ラ
オ

ケ
愛
好
会
主
催)

が
四
月
二
十

三
日
、
奥
物
部
ふ
れ
あ
い
プ
ラ

ザ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

歌
謡
シ
ョ
ー
の
第
一
部
で
は
、

愛
好
会
の
メ
ン
バ
ー
十
二
人
に

加
え
、
ゲ
ス
ト
参
加
の
橋
本
大

二
郎
知
事
が
自
慢
の
ノ
ド
を
披

露
。
第
二
部
の
演
歌
歌
手
・
藤

原
浩
さ
ん
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

楽
し
い
ト
ー
ク
と
プ
ロ
の
歌
声

に
満
員
の
観
客
も
大
い
に
盛
り

上
が
り
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
歌
謡
シ
ョ
ー
の
収
益

か
ら
物
部
地
域
の
社
会
福
祉
に

役
立
て
て
も
ら
お
う
と
、
四
十

万
円
が
香
美
市
社
会
福
祉
協
議

会
物
部
支
所
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。
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▲

満
員
の
観
客
を
前
に
熱
唱




